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全
国
養
護
教
諭
連
絡
協
議

会
（
全
養
連
）
の
第
３０
回
研

究
協
議
会
が
２
月
１４
日
、
東

京
・
虎
ノ
門
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
国

の
養
護
教
諭
ら
１
０
０
０
人

が
参
加
。
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科

学
セ
ン
タ
ー
・
能
瀬
さ
や
か

氏
の
特
別
講
演
「
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
む
」
、
文
部
科
学

省
健
康
教
育
調
査
官
・
川
畑

千
種
氏
の
基
調
講
演
「
こ
れ

か
ら
の
学
校
保
健
と
養
護
教

諭
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
子
供
た
ち
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め

る
養
護
教
諭
の
取
組
」
が
開

催
さ
れ
た
。

川
畑
氏
は
養
護
教
諭
の
役

割
を
大
き
く「
健
康
診
断
」、

「
健
康
観
察
」、「
疾
病
の
管
理

と
予
防
」、「
健
康
相
談
及
び

保
健
指
導
」
の
４
カ
テ
ゴ
リ

ー
に
分
類
。
特
に
「
健
康
観

察
」
に
つ
い
て
は
養
護
教
諭

等
に
限
定
さ
れ
ず
担
任
や
管

理
職
等
も
加
え
た
学
校
全
体

で
行
う
こ
と
で
複
数
が
観
察

し
、
観
察
結
果
を
記
録
整
理

し
共
有
す
る
事
、
そ
し
て
身

体
的
健
康
だ
け
で
な
く
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
視
点
も
含
め

る
こ
と
。
養
護
教
諭
は
他
教

職
員
に
健
康
観
察
の
ポ
イ
ン

ト
を
助
言
、
担
任
と
は
違
う

視
点
か
ら
補
完
で
き
る
こ
と

が
肝
心
だ
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
心
身
の
健
康
相
談

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

活
用
も
含
め
児
童
生
徒
の
立

場
に
立
ち
様
々
な
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
構
築
を
求
め
た
。

文
科
省
が
設
置
し
た
学
校

安
全
の
推
進
に
関
す
る
有
識

者
会
議
（
座
長
＝
渡
邉
正
樹

・
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教

授
）
は
先
ご
ろ
、
「
学
校
安

全
の
推
進
に
関
す
る
組
織
体

制
の
整
備
と
地
域
等
と
の
連

携
に
つ
い
て
〜
複
雑
化
・
多

様
化
す
る
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
、
実
効
的
・
持
続
的

で
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く

り
に
向
け
て
〜
」
（
審
議
の

ま
と
め
）
を
提
出
。
「
学
校

安
全
を
推
進
す
る
た
め
の
地

域
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携

体
制
の
整
備
」
、
「
学
校
安

全
の
中
核
を
担
う
教
職
員
及

び
校
内
組
織
体
制
の
整
備
・

充
実
」
、
「
教
職
員
の
学
校

安
全
に
関
す
る
資
質
能
力
の

向
上
と
そ
れ
を
支
え
る
環
境

整
備
」
の
３
方
向
か
ら
、
今

後
の
施
策
に
関
し
て
提
言
。

地
域
や
関
係
機
関
と
の
連

携
で
は
、
Ｃ
Ｓ
（
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
す
る
学
校
）

や
地
域
学
校
協
働
活
動
の
仕

組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
を
提
言
。
地
域
の
共
通

課
題
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
治
体
の
警
察
・
消
防
組
織

と
も
連
携
を
強
化
・
推
進
す

る
。
ま
た
セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
（
学

校
安
全
に
つ
い
て
組
織
的
・

計
画
的
に
地
域
と
連
携
し
、

実
践
・
改
善
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
を
認
証
さ
れ
た
学

校
）
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
学
校
安
全
も
提
案
。

「
学
校
安
全
の
中
核
を
担

う
教
職
員
」
（
中
核
教
職

員
）
の
校
内
組
織
の
整
備
等

に
つ
い
て
、
ま
ず
学
校
の
経

営
方
針
は
学
校
安
全
を
柱
に

位
置
付
け
る
。
そ
の
上
で
中

核
教
職
員
は
「
新
た
な
職
」

と
し
て
中
堅
層
の
教
員
を
あ

て
、
適
切
な
処
遇
等
を
検
討

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
中

核
教
職
員
の
役
割
は
具
体
的

に
「
校
内
組
織
の
円
滑
な
機

能
、
取
組
の
効
率
を
上
げ
る

た
め
の
指
導
・
助
言
」
、

「
実
効
性
の
あ
る
学
校
安
全

計
画
・
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
」
、
「
校
内
研
修

の
企
画
・
実
施
、
外
部
機
関

と
の
連
絡
・
調
整
窓
口
」
等

が
例
示
さ
れ
る
。

さ
ら
に
校
内
組
織
の
整
備

と
し
て
全
教
職
員
が
関
わ
り

を
持
ち
、
校
長
等
の
管
理
職

は
学
校
経
営
へ
の
学
校
安
全

の
位
置
づ
け
や
事
故
の
未
然

防
止
、
発
生
時
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
等
が
期
待
さ
れ
る
。

教
職
員
の
学
校
安
全
に
関

す
る
資
質
能
力
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
各
教
職
員
が
学
校

安
全
へ
の
対
応
能
力
を
速
や

か
に
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ

り
、
負
担
軽
減
の
た
め
オ
ン

ラ
イ
ン
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形

式
や
実
習
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
を
適
宜
に
組
合
せ
た

研
修
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

提
言
。
国
は
教
員
養
成
課
程

で
の
学
校
安
全
の
習
得
や
教

職
員
の
研
修
歴
の
記
録
。
各

学
校
で
は
校
長
・
管
理
職
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
中
核
教

職
員
を
中
心
と
し
た
計
画
的

な
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
で
は
自
然
災
害
、
児
童
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
や
事
故
な
ど
が
頻
発
し
て

い
る
。
学
校
だ
け
で
防
止
し
き
れ
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
を
背
景
に
、
文
部
科
学
省
の

学
校
安
全
有
識
者
会
議
が
３
月
３
日
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
（
Ｃ
Ｓ
）
等

の
活
用
で
地
域
と
連
携
し
た
体
制
づ
く
り
、
「
学
校
安
全
の
中
核
を
担
う
教
職
員
」
の

配
置
な
ど
を
柱
と
し
た
「
審
議
の
ま
と
め
」
を
提
出
。
国
、
教
育
委
員
会
・
学
校
設
置

者
、
各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
を
提
言
し
て
い
る
。

警
察
庁
自
殺
統
計
原
票
デ

ー
タ
に
よ
る
と
小
中
高
生
の

自
殺
者
数
は
近
年
増
加
傾
向

が
続
き
、
２
０
２
４
年
は
５

２
７
人
（
暫
定
地
）
で
前
年

か
ら
１４
人
増
え
、
統
計
の
あ

る
１
９
８
０
年
以
降
で
最
多

だ
っ
た
。
内
訳
は
小
学
生
１５

人
（
２
人
増
）
、
中
学
生
１

６
３
人
（
１０
人
増
）
、
高
校

生
３
４
９
人
（
２
人
増
）
。

こ
れ
ま
で
の
統
計
で
は
に

自
殺
者
が
増
え
る
長
期
休
業

期
間
や
年
度
末
・
新
年
度
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
文
部
科
学

省
は
２
月
２８
日
、
「
児
童
生

徒
の
自
殺
予
防
に
係
る
取
組

に
つ
い
て
」
通
知
し
た
。
各

教
育
委
員
会
及
び
学
校
は
、

１
人
１
台
端
末
等
の
活
用
に

よ
る
心
の
健
康
観
察
な
ど
で

早
期
把
握
に
努
め
、
児
童
生

徒
の
自
殺
の
未
然
防
止
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
学
校
が
把

握
し
た
悩
み
や
困
難
を
抱
え

る
児
童
生
徒
や
、
い
じ
め
を

受
け
た
り
、
不
登
校
と
な
っ

て
い
る
児
童
生
徒
等
に
対
し

て
は
、
長
期
休
業
期
間
中
で

も
機
会
を
捉
え
て
児
童
生
徒

と
の
面
談
の
実
施
や
、
保
護

者
へ
の
連
絡
、
家
庭
訪
問
等

を
行
う
こ
と
で
継
続
的
に
児

童
生
徒
の
様
子
を
確
認
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

「
１
人
１
台
端
末
を
活
用

し
た
心
の
健
康
観
察
」
に
つ

い
て
文
科
省
は
、
１
人
１
台

端
末
等
を
活
用
し
て
無
償
・

有
償
で
利
用
で
き
る
健
康
観

察
・
教
育
相
談
シ
ス
テ
ム
を

整
理
し
同
省
Ｈ
Ｐ
等
で
も
公

表
。
さ
ら
に
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

フ
ォ
ー
ム
、
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

ｏ
ｆ
ｔ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｓ
を
活
用

し
て
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ

ォ
ー
ム
を
作
成
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

通
知
は
こ
の
他
、
教
育
相

談
体
制
の
構
築
や
学
校
を
中

心
と
し
た
組
織
的
な
対
応
、

相
談
窓
口
の
周
知
及
び
自
殺

予
防
教
育
の
実
施
、
保
護
者

に
対
す
る
家
庭
に
お
け
る
見

守
り
と
相
談
窓
口
の
周
知
、

保
護
者
・
地
域
住
民
の
参
画

や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た

組
織
的
な
見
守
り
活
動
を
強

化
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
、
進
級
・
進
学
等
に
係

る
学
校
間
の
丁
寧
な
引
継
ぎ

を
求
め
て
い
る
。

【
２４
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ

イ
ヤ
ル
（
通
話
料
無
料
）
】

０
１
２
０
・
０
・
７
８
３
１

０
（
な
や
み
い
お
う
）

学校保健・学校安全…………………………２面
学校現場で「気候変動と減災教育」への取り
組みを進めるには、身近な事象とつなげ、可視
化することがポイント。奈良教育大学の及川幸
彦教授が、日本ユネスコ協会・アクサ生命保険
の気候変動と減災・防災のフォーラムで指摘し
た。

食育・学校給食…………………………３・４面
都内で２月２７日、弊社が「第３回学校給食向
上（施設管理）セミナー」を開催。都内近県か
ら教育委員会給食担当者、栄養教諭等の学校給
食関係者が参加し、調理場の衛生管理やＩＣＴ
活用による食育の実践報告などを聴講した。

食育特集………………………………………５面
忙しい中高生でも、必要な分量や栄養バラン
スを考えて上手に冷凍食品を活用し自分のお弁
当を作ろう…日本冷凍食品協会の企画に参加し
た中学校２校で講座をレポート。

学校安全・学校防災……………………６・７面
学校は災害発生時、地域住民の避難所とな

る。避難場所の健康や安全環境、安全な避難の
ための備え等に役立つ、機器・設備やグッズを
紹介する。

学校図書館……………………………………８面
「図書館を使った調べる学習コンクール」の入
選作品が先ごろ決定。応募総数１２万３６０４作品、
地域コンクール１６７地域で共に過去最多だった国

際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
は
３

月
３
日
、
断
熱
が
施
さ
れ
て

い
な
い
体
育
館
で
は
、
エ
ア

コ
ン
の
設
定
温
度
を
２３
度
に

し
て
も
床
付
近
の
温
度
が
１８

度
以
下
で
、
快
適
な
温
度
を

保
つ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
な
ど
実
証
実
験
の
結
果
を

明
ら
か
に
し
た
。
実
証
実
験

は
今
年
１
月
下
旬
か
ら
２
月

上
旬
の
１０
日
間
、
都
内
の
公

立
小
学
校
の
体
育
館
に
設
置

し
た
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で

撮
影
し
た
経
過
を
分
析
し
た

も
の
。

エ
ア
コ
ン
稼
働
中
の
平
均

温
度
は
、
床
上
２０
㌢
で
８
・

２
℃
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
４

０
０
㌢
で
は
１４
・
８５
℃
で
約

６
・
５
℃
の
差
が
あ
っ
た
。

高
さ
に
よ
る
温
度
差
は
１
１

０
㌢
で
３
・
２
℃
、
２
０
０

㌢
で
２
・
３
℃
と
な
り
、
１

０
０
㌢
を
超
え
る
ほ
ど
差
が

少
な
か
っ
た
。
ま
た
外
気
温

の
平
均
は
約
７
・
５
℃
で
床

上
２０
㌢
で
は
８
・
２
℃
な
の

で
、
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
て

も
ほ
と
ん
ど
外
気
温
と
変
わ

ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
担
当
者
は
「
体

育
館
を
快
適
に
利
用
す
る
た

め
に
は
、
空
調
設
備
の
設
置

だ
け
で
な
く
、
断
熱
改
修
も

セ
ッ
ト
で
施
す
必
要
性
が
高

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
体
育

館
は
避
難
場
所
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
子
供

だ
け
で
な
く
、
非
常
時
に
避

難
民
と
な
り
う
る
全
住
民
の

問
題
。
体
育
館
の
断
熱
改
修

を
１
０
０
％
経
済
支
援
す
る

べ
き
」
と
指
摘
す
る
。

全
国
養
護
教
諭
連
絡
協
議

会
（
全
養
連
）
は
第
２７
回
研

修
会
を
８
月
８
日
か
ら
９
月

１９
日
ま
で
動
画
配
信
に
よ
る

Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
す
る
。
動
画

は
４
テ
ー
マ
で
各
１
２
０
分

（
２
分
割
各
約
６０
分
間
）
、

計
４
８
０
分
。
視
聴
は
各
１

回
の
み
。
テ
ー
マ
と
講
師
は

次
の
通
り
。

〈
ス
マ
ホ
が
導
く
子
ど
も

た
ち
の
２２
世
紀
〉
＝
医
療
法

人
彦
星
会
・
か
わ
も
と
眼
科

院
長
・
川
本
晃
司
氏

〈
性
犯
罪
の
現
状
と
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
く
対
処
〉
＝

筑
波
大
学
人
間
系
教
授
・
保

健
学
博
士
・
原
田
隆
之
氏

〈
「
心
停
止
を
未
然
に
防

ぐ
気
づ
き
」
と
「
悲
し
い
事

故
を
繰
り
返
さ
な
い
救
命
」

の
た
め
に
〉
＝
東
京
慈
恵
会

医
科
大
学
救
急
医
学
講
座
助

教
・
佐
藤
浩
之
氏

〈
「
２１
世
紀
の
健
康
教
育

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
前
半
：

児
童
の
主
体
性
を
引
き
出
す

面
談
ス
タ
イ
ル

後
半
：
行

動
変
容
を
促
す
健
康
教
育
の

カ
タ
チ
〉
＝
札
幌
学
院
大
学

人
文
学
部
教
授
・
医
学
博
士

・
北
田
雅
子
氏

参
加
申
込
は
６
月
２３
日
〜

７
月
２３
日
。
参
加
費
は
会
員

５
０
０
０
円
、
そ
れ
以
外
６

０
０
０
円
。
申
込
＝
会
員
は

同
会
Ｈ
Ｐ
会
員
専
用
ペ
ー
ジ

か
ら
新
パ
ス
ワ
ー
ド
で
、
会

員
以
外
は
「
第
２７
回
研
修
会

申
込
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
。

https://www.youg
o.jp▼

問
合
せ
＝
全
養
連
事
務
局

＝
０３
・
３
４
３
３
・
５
７
６

７
／z-yougo@orion.oc

n.ne.jp

教
職
員
団
体
全
体
の
加
入

率
は
１
９
７
６
年
以
降
４９
年

連
続
で
低
下
し
、
今
年
度
の

加
入
率
は
２６
・
８
％
（
前
年

度
２７
・
７
％
）
で
前
年
度
比

マ
イ
ナ
ス
０
・
９
ポ
イ
ン

ト
。
そ
の
う
ち
日
本
教
職
員

組
合
（
日
教
組
）
へ
の
加
入

率
は
、
１
９
７
７
年
以
降
４８

年
連
続
の
低
下
で
１８
・
８
％

（
前
年
度
１９
・
２
％
）
で
マ

イ
ナ
ス
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
だ

っ
た
。
先
ご
ろ
文
部
科
学
省

が
公
表
し
た
、
２
０
２
４
年

度
の
公
立
学
校
教
職
員
の
教

職
員
団
体
へ
の
加
入
状
況
調

査
に
よ
る
。

全
体
の
教
職
員
団
体
加
入

率
は
１
９
５
８
年
で
９４
・
３

％
だ
っ
た
が
、
約
１０
年
間
で

７２
％
台
ま
で
に
減
少
し
た
後

し
ば
ら
く
横
ば
い
状
態
が
続

い
た
が
、
１
９
７
６
年
以
降

は
減
少
が
続
き
、
２
０
０
３

年
に
初
め
て
５０
％
を
割
り
込

ん
だ
。

日
教
組
の
加
入
率
は
１
９

５
８
年
で
は
８６
・
３
％
だ
っ

た
が
急
減
し
、
１
９
６
４
年

は
６０
％
台
と
な
り
、
し
ば
ら

く
横
ば
い
だ
っ
た
が
１
９
８

５
年
に
５０
％
を
割
り
込
み
、

１
９
９
２
年
に
は
初
め
て
３０

％
台
に
急
減
。
以
降
は
漸
減

の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
新
採
用
教
職
員
の
教

職
員
団
体
加
入
率
は
４
年
連

続
し
て
低
下
し
て
お
り
、
加

入
率
は
２０
・
８
％
（
前
年
度

２１
・
３
％
）
、
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
だ

っ
た
。

S マークのついた電気製品は、
安全基準を満たしているので、
安心してお使いいただけます。
Sマークは冷蔵庫・テレビなど

約７割の電気製品についています。冷蔵庫の扉の内側やテ
レビの後ろ側などに表示されています。

新
学
期
を
迎
え

る
こ
の
時
期
、
過

去
の
統
計
で
は
、

残
念
な
こ
と
に
児

童
生
徒
の
自
殺
者

が
増
え
る
時
期
で

も
あ
る
。
文
科
省
や
厚
労
省

を
は
じ
め
関
係
各
省
庁
・
機

関
・
団
体
が
３
月
を
「
自
殺

防
止
強
化
月
間
」
と
し
、

「
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対

策
」
を
併
発
▼
「
だ
れ
か
に

相
談
し
て
」
と
呼
び
掛
け
た

い
が
、
対
面
が
苦
手
、
電
話

よ
り
メ
ー
ル
、
メ
ー
ル
よ
り

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
若
者
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
も
ど
か
し
い
▼

文
科
省
が
一
昨
年
か
ら
提
唱

し
て
い
る
１
人
１
台
端
末
活

用
の
「
心
の
健
康
観
察
」
は

よ
り
推
進
し
て
も
ら
い
た
い

事
業
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

健
康
観
・
相
談
シ
ス
テ
ム
は

今
日
ま
で
に
無
償
４
件
・
有

償
１６
件
が
整
備
さ
れ
て
い
る

▼
同
省
に
よ
る
と
、
ア
ン
ケ

ー
ト
フ
ォ
ー
ム
で
観
察
を
導

入
し
た
あ
る
教
委
は
、
い
じ

め
認
知
件
数
が
導
入
前
の
４０

件
か
ら
１０
倍
以
上
。
別
の
教

委
は
年
間
相
談
件
数
が
５０
件

か
ら
６
８
０
件
に
増
え
た
と

い
う
▼
本
人
も
整
理
し
き
れ

な
い
内
面
の
モ
ヤ
モ
ヤ
や
変

化
の
兆
候
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト

等
の
観
察
に
よ
っ
て
い
ち
早

く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

望
ま
し
い
。

＜有識者会議提言の骨子＞
提言～地域や関係機関等との連携体制の整備

【国】
○好事例の横展開や、具体的な協議の手法等を学ぶ研修の実施など
○研修会には域内の国立大学附属学校及び私立学校関係者にも参加を促す
【学校設置者】
○各学校の地域や関係機関等との連携体制の構築に向けた積極的な取組の推進、学校への支援や助言
【各学校】
○学校と保護者、地域住民等が連携・協働し、学校安全計画や危機管理マニュアルを見直す
○学校運営協議会や、既存の会議や機会等を活用し、協議を行う

提言～学校安全の中核を担う教職員及び校内組織体制の整備
【国】
○セーフティプロモーションスクールを取り入れて学校安全を推進、モデル的な取組を推進する
【学校設置者】
○各学校の体制整備に向けた研修などの積極的な支援や助言
○各学校が有する課題の共有や意見交換等を行うことができる機会の設定
○中核を担う教職員について、職務内容を踏まえた適切な処遇等について検討する
【各学校】
○中核を担う教職員の役割を、地域・家庭等へも発信し明確に認識されるようにするべき
○中核を担う教職員が役割を果たせるよう、管理職は業務量を配慮する必要がある

提言～教職員の学校安全に関する資質能力の向上と環境整備
【国】
○オンラインやワークショップなどの実習・演習形式を適切に組み合わせた研修の充実を図る
○教職課程を持つ大学等に、現場に即した形で事故の未然防止・発生時の対応の情報を提供する
【学校設置者】
○研修受講履歴を記録し、人材配置に当たっての参考とすることも考えられる
○初任者研修や中堅教諭等資質向上研修等の悉皆研修で積極的に取り扱う
【各学校】
○中核を担う教職員が中心となり、計画的かつ着実に校内研修や訓練等を実施する
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新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育
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防災教育への視点 第７回……２面
続・おいしい献立写真 第７回……３面

↑モーションまんが
「Ｓマークってなあ
に？」はこちらから

S（エス）マークは、電気製品の
安全・安心のマークです

第３月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

電気製品認証協議会（ＳＣＥＡ）
〒１６０‒００２２
東京都新宿区新宿１丁目１８番１３号
協建新宿１丁目ビル４階
TEL０３‒５３６２‒７０７７ FAX０３‒３３５８‒５５５８

弥生・蚕月・建辰月

https : //www.s-ninsho.com

月曜日

■KKS Webはこちら→

清 明（４／４）
花まつり（４／８）
穀 雨（４／２０）

■Ｘ（旧 Twitter)
@kyoikukatei

日
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体
育
館
の
断
熱
必
要
条
件

Ｃ
Ｓ
活
用
し
地
域
連
携
も

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

ジ

ャ

パ

ン
エ
ア
コ
ン
の
実
証
実
験

学校安全担う「中核教職員」配置学校安全担う「中核教職員」配置
文
科
省
の
有
識
者
会
議
が
提
言

教職員の団体加入率
２６.８％に低下
４９年連続で減少

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
専
門
性
を
深
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
専
門
性
を
深
化

小
中
高
生

自
殺
者
数

今
年
度
は
最
多
に

（１） ２０２５年（令和７年）３月１７日（月曜日）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用「
心
の
健
康
観
察
」呼
び
か
け

全
養
連
第
２７
回
研
修
会

子供たちのウェルビーイング求め
全養連第３０回研究協議会

８
／
８
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
で
配
信
４
テ
ー
マ
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